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ＥＥＤＩの実海域係数（EEDIweather）で最終認証に関する鑑定書取得 

 －４０型ケミカルタンカーが竣工、ＧＨＧ削減を促進－ 

 

 北日本造船株式会社（代表取締役社長 東徹、青森県八戸市）は、国立研究開発法人 海

上・港湾・航空技術研究所 海上技術安全研究所（所長 宇都正太郎、東京都三鷹市）の協

力のもと、40型ケミカルタンカー（CHEMOCEAN ORION）について、IMOで定められ

た船舶の燃費性能指標である EEDIweatherの最終認証に関する鑑定書を、一般財団法人日

本海事協会（会長 冨士原康一、東京都千代田区）から取得し、同船が 10 月 5 日就航しま

した。今後とも実運航時の燃費向上と GHG排出削減に取り組んで参ります。 

 

 外航海運から排出される温室効果ガス（GHG）の削減のため、海洋汚染防止（MARPOL）

条約の一部改正として、波や風のない静穏な状態での燃費性能を対象とした EEDI（エネル

ギー効率設計指標）規制が 2013年 1月に発効しています。 

 一方、実運航時の船舶は波や風の影響を受けて速力は低下し燃費も悪化することから、

船主殿におかれては実運航時の燃費性能に対する関心が高く、国際海事機関（IMO）にお

いても燃料消費実績報告制度の導入に関する条約改正が行われ、2019年 1月から就航船の

燃費データの収集が開始されます。 

 北日本造船株式会社は海上技術安全研究所と共同でケミカルタンカーの波浪中水槽試験

を海上技術安全研究所の三鷹第三船舶試験水槽（中水槽：長さ 150m、幅 7.5m、深さ 3.5m）

で実施し、2016 年 1 月 26 日に同船型に対する EEDIweather の予備認証を取得していま

した。今回、予備認証を取得した船型で建造していた 40 型ケミカルタンカー

「CHEMOCEAN ORION」が本年 10月 5日、北日本造船豊洲工場から就航しました。本

船は日本海事協会から EEDIweather の最終認証に関する鑑定書を取得しており、同社に

おける EEDIweatherの最終認証に関する鑑定書の取得は 3船型目になります。また、本船

は GHG排出量の削減率も 30％以上で EEDI フェーズ 3に対応しています。同型船の 2隻

目も今後引渡しされます。 

今後とも実運航時の燃費性能向上と GHG排出削減に取り組んで参ります。 

 



 

ケミカルタンカー「CHEMOCEAN ORION」 

【主要目】全長：185.0ｍ、全幅：29.2ｍ、夏期満載喫水：11.35ｍ、載貨重量：40,700ｔ、 

     船級：ＮＫ 

 

＜問い合わせ先＞ 

北日本造船株式会社 営業部 

 

住所：青森県八戸市江陽 3-1-25 

電話：0178-24-4171 

URL：http://www.kitanihonship.co.jp/ 

国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所 

海上技術安全研究所 企画部広報係 

住所：東京都三鷹市新川 6-38-１ 

電話：0422-41-3005 

URL：http://www.nmri.go.jp/ 

 



 

 

EEDIweatherとは 

  静穏海面状態における船舶の燃費に比べ、現実の海象条件では波・風の影響を受け船

舶の燃費は悪化します。このような実海域における船舶の燃費に対する影響を考慮した燃         

費指標が EEDIweather です。EEDIweather は IMO のガイドラインで定められており、

造船所の希望に応じ主管庁又は船級協会の認証を受けることができます。 

 

最終認証とは 

  EEDIに関する認証には予備認証と最終認証があり、予備認証は建造前の設計段階で行

われます。一方、最終認証とは建造後の海上公試運転の後に行われる認証となります。 
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